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東京聖栄大学
後　援　会

が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
同
報

告
は
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業

計
画
案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承

認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
進
級
す
る
一
部
の
役
員
の

方
の
二
十
一
年
度
留
任
が
決
定
。

　

総　

会

　

四
月
四
日
の
大
学
入
学
式
当
日
、

本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
於
い
て
、

ご
父
母
（
保
護
者
）
多
数
の
出
席
を

得
て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
選

任
・
委
嘱
さ
れ
た
新
役
員
の
方
々
の

ご
紹
介
の
後
、
新
会
長
に
は
大
嶋
博

氏
が
選
任
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
度

役
員
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

め
っ
き
り
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し

た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
後
援
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
去
る
四
月
四
日
の
東
京
聖
栄

大
学
入
学
式
終
了
後
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
二
十
一
年
度
東
京
聖
栄

大
学
後
援
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
大
嶋
博

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
後
援
会
会
員
の

皆
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が

ら
大
任
を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、
東
京
聖
栄
大
学
後
援
会
と

し
て
五
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
大
学

は
草
創
期
で
す
。
未
来
へ
の
し
っ
か

り
し
た
礎
を
築
く
た
め
に
教
職
員
と

学
生
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
大

学
建
設
が
で
き
る
よ
う
に
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

後
援
会
と
し
ま
し
て
は
、
多
く
の

学
生
が
学
業
に
専
念
で
き
る
教
育
環

境
づ
く
り
そ
し
て
来
春
卒
業
予
定
の

四
年
生
へ
の
就
職
活
動
や
管
理
栄
養

士
取
得
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
教
職
員

の
研
究
助
成
を
図
る
べ
く
支
援
活

動
、
大
学
と
共
催
の
保
護
者
会
、
会

報
の
発
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
聖
栄
大
学
も
開
学
五
年
目
と

な
り
、
第
一
期
生
は
本
年
の
春
、
卒

業
し
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
る
と
と
も

に
卒
業
生
と
し
て
陸
続
と
続
く
後
輩

た
ち
の
良
き
見
本
と
な
っ
て
大
学
の

新
し
い
道
を
開
拓
し
て
下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
聖
栄

大
学
の
益
々
の
発
展
と
後
援
会
の
皆

様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
保
護
者
会（
予
告
）

　

今
年
度
も
後
援
会
・
大
学
共
催
に

よ
る
保
護
者
会
を
、十
月
三
日
（
土
）

十
三
時
か
ら
十
五
時
の
予
定
で
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
ご
出
席
い
た
だ
き
本
学
の

教
育
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
一
層
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
十
三
時
よ
り
全

体
会
と
し
後
援
会
会
長
・
学
部
長
挨

拶
に
続
い
て
、
学
生
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
の
報
告
。
そ
の
後
学
科
毎
の

学
科
別
全
体
会
を
行
っ
た
後
、
各
学

科
・
学
年
別
に
分
か
れ
て
学
年
担
任

と
の
懇
談
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
会
終
了
後
引
き
続
き
、
本

学
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
後
援

会
主
催
に
よ
る
教
職
員
と
の
情
報
交

換
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

◆
総
会
・
役
員
会
報
告

　

役
員
会
報
告

　

二
月
二
十
一
日
（
土
）
四
役
会
、

三
月
七
日
（
土
）
に
役
員
会
全
体
会

が
夫
々
開
催
さ
れ
た
。

　

先
ず
、平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

平成21年度後援会役員紹介

昨年度の保護者会

会　　長	 ４FA	 大　嶋　　　博

副 会 長	 ３NA	 橋　田　幸　子

副 会 長	 ２NB	 高　木　善　繁

会計監査	 ４NB	 谷田部　政　視

会計監査	 ２FA	 金　原　　　充

会計監査	 １FB	 水　野　徳　子

会　　計	 ３NA	 糸　井　正　明

会　　計	 １NB	 篠　田　恒　夫

役　　員	 ４NA	 福　田　　　洋
	 	 	 （千栄子）

役　　員	 ３NA	 加　藤　重　美

役　　員	 ３NB	 藤　村　好　則

役　　員	 ２NA	 柳　瀬　　　仁

役　　員	 ２NB	 齊　藤　ひろみ

役　　員	 ２NB	 中　村　千　春

役　　員	 ２NB	 伴　　　　　信

役　　員	 ２NB	 渡　邊　浩　美

役　　員	 ２FA	 金　井　しづ江

役　　員	 ２FA	 木　口　尚　美

役　　員	 １NA	 平　塚　三　鈴

役　　員	 １NA	 滝　田　佐代子

役　　員	 １NA	 川　島　久美子

役　　員	 １NB	 堀　越　一　仁

役　　員	 １FA	 今　村　秀　子

役　　員	 １FA	 東　　　芙三子
	 	 	 〈敬称略〉
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邁
進
し
て
も
ら
い
た
い
。
教
員
も
一

期
生
の
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
充
実

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
指
導

に
当
っ
て
い
ま
す
。

　

食
品
学
科
の
学
生
達
は
、
自
分
達

の
目
標
を
早
め
に
定
め
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
食
品
に
関
わ
る
企

業
は
数
多
く
あ
り
、
卒
業
後
の
選
択

肢
は
非
常
に
広
い
範
囲
に
亘
っ
て
い

ま
す
。
将
来
は
こ
れ
ら
の
職
場
で
指

導
的
立
場
に
な
る
人
材
に
育
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

問　
松
本
学
部
長
は
学
友
会
の
顧
問

も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
の
学
生
気

質
は
い
か
が
で
す
か
。

　

学
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ
目
標
に
向
か

っ
て
勉
強
を
し
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
が
、
や
は
り
文
武
両
道
、
四
年
間

で
人
間
を
み
が
く
努
力
も
し
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
何
か
近
頃
の
学
生
は
、
集
団

生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
に
は
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
思
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
友
人
は

も
と
よ
り
、
上
級
生
や
下
級
生
と
の

付
き
合
い
方
を
早
く
か
ら
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　

本
学
科
は
、
こ
の
三
月
に
学
科
一

期
生
を
初
め
て
の
卒
業
生
と
し
て
送

り
出
し
た
。
卒
業
生
の
就
職
決
定
率

は
九
六
％
で
、
四
月
か
ら
ち
ょ
う
ど

半
年
経
っ
た
現
在
、
仕
事
に
も
慣
れ

大
い
に
活
躍
す
る
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
た
だ
残

念
な
の
は
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の

合
格
率
が
当
初
考
え
て
い
た
目
標
に

達
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

原
因
に
は
資
格
取
得
に
関
す
る
安
易

感
や
意
欲
の
薄
弱
性
、
そ
れ
に
伴
う

対
策
勉
強
ス
タ
ー
ト
の
遅
さ
が
学
力

改
善
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
今

年
度
は
、
特
に
教
員
や
受
験
生
が
諸

問
題
を
認
識
し
、
解
決
し
、
自
信
を

も
っ
て
試
験
に
臨
め
る
よ
う
補
習
、

模
擬
試
験
な
ど
種
々
の
企
画
等
を
す

す
め
て
い
る
。
こ
の
国
試
対
策
を
学

生
、
国
試
対
策
室
と
学
年
担
任
が
連

携
を
取
り
合
い
、
さ
ら
に
充
実
し
た

個
人
指
導
で
対
応
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。
ま
た
三
、
二
、
一
年
生
に
お

い
て
は
学
年
担
任
を
中
心
に
夏
季
休

暇
に
課
題
を
科
す
な
ど
し
て
苦
手
教

科
の
克
服
、
意
識
の
改
革
を
開
始
し

て
い
る
。

　

食
品
学
科
に
、
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ー
ス
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
の
二
コ
ー
ス
制
が
導
入
さ
れ
て
半

年
が
た
っ
た
。
各
コ
ー
ス
と
も
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
の
実
力
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
来
の

専
門
教
科
に
加
え
て
、
さ
ら
に
広
範

な
知
識
、
技
能
を
獲
得
で
き
る
よ
う

な
多
数
の
教
科
を
追
加
し
た
わ
け
で

あ
る
。
今
回
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
の
学
生
は
、
二
年
次
ま
で
に
所
定

の
単
位
を
と
り
、
成
績
も
良
好
で
あ

れ
ば
審
査
に
よ
り
、
併
設
校
で
調
理

師
免
許
取
得
も
可
能
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
の
更
な
る

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
可
能
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
現
在
で
も
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
助
手
等
に
就
職
す
る

学
生
が
い
る
が
、
今
後
食
品
関
係
の

自
営
業
に
従
事
す
る
学
生
に
も
こ
の

資
格
は
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

食
品
学
科
第
一
期
生
の
就
職
決
定
率

は
、
九
七
％
で
あ
っ
た
。
今
後
の
卒

業
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
研
鑽

を
積
ん
で
、
高
就
職
率
を
維
持
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
も
前
年
と
同
様
に
フ

ィ
ー
ル
ド
研
修
（
長
野
県
伊
那
）
や

海
外
研
修
（
イ
タ
リ
ア
）
を
実
施
し

た
。

健
康
栄
養
学
部
学
部
長

松
本　

信
二

問　

新
し
く
学
部
長
に
な
っ
た
抱
負

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

希
望
を
持
っ
て
本
学
に
入
学
し
た

学
生
達
に
満
足
し
た
四
年
間
の
学
生

生
活
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

環
境
造
り
に
努
め
る
の
が
学
部
長
の

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
少

人
数
単
位
の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
教
職
員
と

学
生
の
距
離
が
近
く
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
の
教
育
が
可
能
で
す
。
学
生
達
は

勉
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
学
生
生
活

全
般
に
亘
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

問　

夫
々
の
学
科
に
つ
い
て
今
度
の

展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

管
理
栄
養
学
科
の
学
生
達
は
、
国

家
試
験
と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ

り
、
卒
業
後
の
進
路
も
は
っ
き
り
と

し
て
い
る
の
で
、
合
格
を
目
指
し
て

管
理
栄
養
学
科

食
品
学
科

卒業生による国家試験対策講話〈21年６月〉

 

国
試
対
策
に
全
力
、

充
実
し
た
個
人
指
導
で

管
理
栄
養
学
科
長　

阿
左
美
章
治

 

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
、

更
な
る
飛
躍
を

食
品
学
科
長　

筒
井　

知
己

第３回海外研修旅行（イタリア）〈21年２月〉

学　

部　

長　

イ　

ン　

タ　

ビ　

ュ　

ー
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●
楽
器
保
管
用
ロ
ッ
カ
ー

　

今
年
四
月
に
吹
奏
楽
同
好
会
が
新

規
設
立
さ
れ
た
。
本
同
好
会
は
、
文

化
的
・
地
域
活
動
等
へ
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
で
は
積

極
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。
こ

の
度
、
同
好
会
よ
り
楽
器
の
保
管
ロ

ッ
カ
ー
の
導
入
申
請
が
あ
り
、
後
援

会
で
購
入
し
寄
贈
し
た
。
今
後
の
活

動
を
期
待
し
た
い
。

●
ス
タ
ン
ド
パ
ネ
ル

　

後
援
会
は
四
月
、
学
友
会
や
部
・

同
好
会
等
の
活
動
報
告
な
ど
で
使
用

す
る
パ
ネ
ル
の
新
規
購
入
の
要
望
に

応
え
、
昨
年
に
続
き
、
ス
タ
ン
ド
パ

ネ
ル
四
台
を
購
入
し
寄
贈
し
た
。

●
病
院
情
報
デ
ー
タ

　

後
援
会
で
は
、
学
生
の
就
職
支
援

を
目
的
と
し
た
病
院
情
報
デ
ー
タ
の

充
実
を
図
る
為
、
今
年
は
、
北
海
道
・

東
北
・
中
部
地
区
の
病
院
情
報
電
子

デ
ー
タ
を
購
入
し
、大
学
に
寄
贈
し
た
。

●�
多
目
的
ホ
ー
ル
設
置
パ
ソ
コ
ン
の

増
設

　

学
生
か
ら
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
設

置
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
増
設
の

希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
後
援
会

で
は
要
望
に
応
え
、
九
月
に
新
型
パ

ソ
コ
ン
三
台
を
購
入
し
大
学
に
寄
贈

し
た
。
後
援
会
で
は
、
大
学
の
情
報

化
推
進
事
業
に
協
力
し
、
今
後
も
Ｉ

Ｔ
関
連
機
器
の
新
規
導
入
を
推
進
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

向
け
の
各
種
の
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。
五
月
に
は
『
安
心
・
安
全
講
話

会
』、『
マ
ナ
ー
講
座
』、
七
月
に
は

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
に
よ
る
『
食

料
・
農
業
・
農
村
白
書
説
明
会
』
を

実
施
し
た
。

　

就
職
関
係
で
は
、
六
月
に
ラ
イ
オ

ン
㈱
の
研
究
技
術
本
部
研
究
員
に
よ

る
『
就
職
特
別
講
演
会
』
や
『
公
務

員
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
を
開
催
し
、
キ
ャ

リ
ア
・
就
職
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
七
月
十
日
に
福
澤
理
事

長
・
学
長
等
大
学
側
代
表
者
と
学
友

会
役
員
等
学
生
代
表
に
よ
る
『
学
生

と
の
意
見
交
換
会
』
が
行
わ
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
意
見
交

換
会
で
出
さ
れ
た
学
生
の
要
望
等
に

つ
い
て
、
対
応
可
能
案
件
は
大
学
側

で
既
に
対
応
し
解
決
し
た
。

●�
学
友
会
総
会
・
新
入
生

歓
迎
会

　

四
月
十
六
日
、「
学
友

会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

新
役
員
の
選
出
や
新
年
度

行
事
予
定
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
「
新
入
生
歓
迎
会
」
で

は
、
葛
飾
区
保
健
所
所
長
の
齋
藤
麗

子
氏
を
招
き
『
今
が
健
康
寿
命
の
分

か
れ
道
｜
世
界
は
た
ば
こ
の
無
い
社

会
に
向
っ
て
い
ま
す
｜
』
と
題
す
る

特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
保
健
所
の

役
割
か
ら
、
栄
養
と
食
品
に
携
わ
る

本
学
に
も
関
係
す
る
「
味
覚
と
た
ば

こ
」
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
健
康
に

対
す
る
意
識
づ
け
の
み
な
ら
ず
、
学

生
生
活
を
豊
か
に
送
る
た
め
の
興
味

深
い
内
容
だ
っ
た
。

●
体
育
祭

　

五
月
二
九
日
、
本
学
第
一
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
船
橋
市
）
で
行
わ
れ
る
予
定

だ
っ
た
体
育
祭
は
、
残
念
な
が
ら
前

日
か
ら
の
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
。
な
お
、
学
生
か
ら
の
強
い
要
望

に
よ
り
、
来
た
る
十
月
五
日
、
本
学

に
程
近
い
新
小
岩
に
あ
る
「
私
学
事

業
団
総
合
運
動
場
」
に
お
い
て
、
改

め
て
体
育
祭
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

●
聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）
予
告

　

今
年
の
聖
栄
葛
飾
祭
は
十
一
月
七

日（
土
）、八
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
。

大
学
祭
テ
ー
マ
は『
食
べ
て
動
い
て

脱
メ
タ
ボ
』

と
し
て
、
本

学
の
得
意
と

す
る
健
康
・

栄
養
・
食
品

関
係
の
企
画

が
数
多
く
予

定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
共
創
・
食
育

事
業
と
し
て
は
、
葛
飾
区
食
育
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
広
報
を
「
日
本
フ
ー

ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
」
の
共
催

に
よ
り
行
う
。
ま
た
、
聖
栄
葛
飾
祭

は
今
年
も
葛
飾
区
の
後
援
を
受
け
る

予
定
で
あ
る
。
保
護
者
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
部
・
同
好
会
活
動

　

今
年
度
は
、
新
し
く
「
吹
奏
楽
同

好
会
」「
セ
イ
エ
イ
・
イ
レ
ブ
ン
（
女

子
サ
ッ
カ
ー
同
好
会
）」
の
二
つ
の

同
好
会
が
新
規
設
立
さ
れ
た
。
吹
奏

楽
同
好
会
は
、
一
年
次
生
か
ら
三
年

次
生
で
、
主
に
高
等
学
校
ま
で
に
吹

奏
楽
の
経
験
の
あ
る
学
生
が
集
い
活

動
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
は
、
大

学
関
係
行
事
へ
の
参
加
な
ど
期
待
さ

れ
る
。
セ
イ
エ
イ
・
イ
レ
ブ
ン
（
女

子
サ
ッ
カ
ー
同
好
会
）
は
、
本
学
初

の
、
女
子
専
用
同
好
会
で
あ
る
。
サ

ッ
カ
ー
の
活
動
に
加
え
、
八
月
に
は

地
元
新
小
岩
の
地
域
活
動
に
参
加

し
、
好
評
を
得
た
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

 
後
援
会
の
寄
贈

吹奏楽同好会ロッカーピロティーに設置したスタンドパネル

学友会活動報告

齋藤麗子所長による特別講演

パソコンを利用する学生

昨年の聖栄葛飾祭
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管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任　
　

渡
辺　

順
子
講
師

一
年
副
担
任　

星
野　

浩
子
助
手

二
年
担
任　
　

岡
田　
　

弘
教
授

二
年
副
担
任　

植
松　

節
子
講
師

三
年
担
任　
　

長
須　

正
明
准
教
授

三
年
副
担
任　

大
塚　

静
子
助
教

四
年
担
任　
　

栁
瀬　

昌
弘
教
授

四
年
副
担
任　

伊
澤　

正
利
准
教
授

　

食
品
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任　
　

品
川　

弘
子
教
授

一
年
副
担
任　

植
芝　
　

牧
准
教
授

二
年
担
任　
　

井
筒　
　

雅
教
授

二
年
副
担
任　

丸
井　

正
樹
教
授

三
年
担
任　
　

前
田　

宜
昭
教
授

三
年
副
担
任　

眞
木　

俊
夫
教
授

四
年
担
任　
　

松
本　

信
二
教
授

四
年
副
担
任　

荒
木　

裕
子
講
師

副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

橋
田　

幸
子

　

秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

後
援
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
夏
は
異
常
気
象
に

よ
る
野
菜
の
高
騰
及
び
地
震
に
よ
る

高
速
道
路
の
崩
落
等
で
、
食
糧
品
の

流
通
経
路
が
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
四
〇

％
台
と
低
い
た
め
、
輸
入
に
頼
ら
ず

に
、
国
産
化
を
真
剣
に
考
え
る
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
昨
年
の

餃
子
事
件
も
、
未
だ
解
決
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
不
安
材
料
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
数
年
前
か
ら
私
は
家

庭
農
園
で
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
及
び
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
等
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、

無
農
薬
で
も
た
く
さ
ん
の
収
穫
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

家
庭
農
園
か
ら
収
穫
の
喜
び
を
感

じ
、
第
二
の
人
生
で
農
業
を
始
め
る

人
達
も
多
い
と
か
、
な
ん
だ
か
わ
か

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

卒
業
生
も
、
今
年
か
ら
社
会
で
活

躍
す
る
時
期
を
迎
え
、
野
菜
で
例
え

れ
ば
収
穫
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
が
一
般
社
会
に
出
て
か
ら
、

実
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
学

校
関
係
者
及
び
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
我
々
後
援
会
が
見
守
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、建
学
の
精
神
を
身
に
つ
け
、

意
義
あ
る
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

受験相談会
10月３日（土）　　10月10日（土）
11月７日（土）※　11月８日（日）※
11月28日（土）

■開催時間
各回とも13：00−16：00 要予約
■主な内容
・平成22年度入試概要説明
・個別受験相談
・キャンパス見学
・在学生と話そう　他
※�11月7日、8日は聖栄葛飾祭（大学祭）
受験相談コーナーとして実施。

〈お問い合わせ先〉
学生支援センター入試相談室
〒124−8530
東京都葛飾区西新小岩１−４−６
TEL. 03-3692-0211（代）
　　 03-3692-0238（入試相談室直通）
URL：http://www.tsc-05.ac.jp/

入試関係ニュース

編
集
後
記

　

今
回
の
会
報
で
は
、
四
月
に
就

任
さ
れ
た
松
本
信
二
学
部
長
に
協

力
を
頂
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
三
月

に
発
行
予
定
で
す
。


